









Copylight (c) 2014 大宮有博
















キーワード：コーネル・ウエスト，W. E. B. デュボイス，マーティン・ルーサー・キングJr.，マルコ
ムX
〔論文〕

























































人のたましい』（The Soul of Black Folk）の冒頭部分をしばしば引用する。
彼らは，ためらいがちに，わたしに近づき，わたしを好奇と憐びんの目で見つめる。そして，
直接に「厄介者あつかいされると，どんな気持ちになるもんですか？」と聞くかわりに，こう



















































































5） これはデュボイスが有名な論文 “The Talented Tenth”（Writings: 842―861）などで展開した「才能ある
十分の一」理論である。
6） この点を，ウエストはデュボイスのヴィクトリア時代的戦略の問題点として指摘する（FR: 65―69）。ま
たウエストはRace Matter所収の“the Crisis of Black Leadership”やKeeping Faith所収の“the Dilemma 

































（DuBois, 1903, Writings: 400＝1992: 75）。また，経済的自立のために職業教育を充実させるというワシ
ントンの教育論に対しても，「もし金銭を人間の訓練の目的にするなら，蓄財家はつくれるかもしれな
いが，必ずしも人間をつくれないであろう。もし技能を教育の目的にするなら，職人は養成できるかも







































































1994）ウエストもこの概念をアフリカンアメリカンの知識人の存在を指して用いる（ex. KF: 67, 68）。







































































ものとして，1957年2月6日発行の雑誌Christian Centuryに掲載された論文“Nonviolence and Racial 
Justice”が挙げられる。ここには非暴力の4つの原則が挙げられている。その原則の1つが「非暴力の
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